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曜日 病棟
月 ３階
火 なし
水 ４階
木 6階
金 5階

年 冊数 人数
平成16年 1,870 1,152

17年 2,560 1,460
18年 1,886 1,652
19年 2,090 1,210
２０年 2,062 1,271
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特集～病棟移動図書～

　「ボランティアひだまり」が、県立がんセンターで活
動を開始したのが平成１２年。
まず最初に午後の活動として、病室でお過ごしの患
者さん・ご家族の方々に潤いと安らぎを感じていただ
けるよう、「病棟移動図書」が始まりました。
　図書や雑誌類は、当初から現在まで患者さん・職
員・ボランティア・その他外部の方々の寄付本で賄っ
ています。

　病棟移動図書活動の手順を紹介いたします。
①　活動に入る前に「活動の手引書」の読み合わせ
をする。
②　７階図書室で今日の貸し出し図書を選び、ワゴ
ン２台に揃える。
③　巡回病棟ナースステーションに声がけ後、病室
をまわる。必要な方には、手作り押し花しおりを差し
上げる。
④　終了後は、貸し出し冊数、人数の記録をする。
「活動日誌」に感じたこと、気がついたことなどを記入
する。
 ＊　曜日で巡回する病棟が違います。
 ＊　基本的には、個室への巡回は依頼がある時の
みです。
　このような流れで９年間、活動を続けています。

《　ある日の　活動日誌　》
○月○日
「たいくつしていました」と言って利用して下さる方が多かっ
たです。喜んでいただいてよかったです。
○月○日
女性の患者さんから「歩けないので、移動図書がとてもあり
がたい」といわれホッとしました。週刊誌の要望が多かったで
す。
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こんにちは。武田こうじです。僕は仙台を中心に、詩人として
活動しています。今までいろいろなところで、自作の詩を読
んできました。カフェやギャラリー、仙台文学館、天文台や動
物園など・・・。そして、今年の５月からは、ここ「宮城県立が
んセンター」で、詩を読んでいます。

僕にとって、言葉を届けるというのは、とても大切な時間との
出会いです。ここでの朗読も、みなさんの心や表情と出会え
る時間だと思っています。まだまだ、手探りなところもあります
が、これからも言葉と時間を大切に、届けていきたいです。

おしゃべりな空に
なまいきな雲
風に乗って　泳いでいく　光の時間
子供の次は大人
その次はなんだろう

心は　たくさんあるから
言葉とは　なにでできているのか

そっと　声に触れて
自分をたしかめる

スポットライト

今回は、緩和ケア病棟で、第4週水曜日に詩の朗読
を担当している　武田こうじさんにスポットライトを当て
てみました。

第五回　ひだまり句会作品

いつもにこやかな　武田さん

【イベントのお知らせ

＊第５０回ロビーコンサート
　10月３０日（金）　　午後3時～4時　　1階大会議室
　「市民の記録映像で綴る懐かしい仙台」と「ミニコンサート」

＊第51回ロビーコンサート
　11月２６日（木）　　午後4時30分～５時15分
　「ハンドベル演奏」

【ギャラリー展のお知らせ】

＊10月27日～11月10日　　ゆりあげざっこの会　写真展
＊11月17日～12月1日　　　フォトサークルいきいき　写真展
＊12月8日～12月25日　　　落合仁子　シルクフラワー展


